
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
   
   
   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

NO.75 

桂島高架橋は第二東名高速道路の静岡 IC（仮称）と藤枝岡部 IC（仮称）の

間に位置し、岡部町桂島に建設される橋梁です。架橋位置は起伏の大きな山間

部であり、支保工の設置が困難なため、押出し架設工法が採用されました。 

本橋では、この押出し工法の合理性を徹底的に追求し、コスト縮減を図るた

め、主桁を分割したコア断面による押出し架設工法を採用しています。また、更

なる主桁重量の低減を図るべく、ウエブを波形鋼板とし、リブ・ストラット付断

面による一室箱桁構造を採用しました。 

▼一般図  

か つ ら じ ま こ う か き ょ う  

桂島高架橋  

 標準断面図   

▼橋梁諸元  

工 事 名：第二東名高速道路 桂島高架橋（Ｐ Ｃ 上部工）上り線工事 

発 注 者：日本道路公団 静岡建設局 

位  置：静岡県志太郡岡部町大字桂島 

道路規格：第 1 種 第 1 級 A 規格 

形  式：PC 4 径間連続波形鋼板ウェブ箱桁橋 

荷  重：B 活荷重 

橋  長：216m（52.650m＋ 2@54.000m＋ 52.700m） 

総 幅 員：17.8m（有効幅員 16.5m） 

架設工法：押出し架設工法 

Ｐ Ｃ 鋼材：主鋼材     SWPR7B 19S15.2（ディビダーク工法：外ケーブル） 

SWPR7B 27S15.2（ディビダーク工法：外ケーブル） 

床版横締め鋼材 SWPR19 1S21.8 （SM 工法：プレグラウト鋼材） 

押出し施工時断面図  

  

リブ 

ストラット

※ 張出し床版部コンクリートは押出し架設完了後に打設
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▼工程表  

▼構造･施工概要  

１ ）リブ・ストラット付波形鋼板ウエブ箱桁橋 

本橋は、従来の波形鋼板ウエブ箱桁橋の上床版をリブ・ストラット構造によって支持する構造としています。リブ・ストラット

構造を用いることにより、張出し床版を長くすることができ、箱断面の底版幅を狭くすることが可能となります。こうして、波形

鋼板ウエブを用いることによる重量低減に加えて主桁断面を小さくすることで、主桁重量を 30%低減することができます。 
 

２ ）コア断面による押出し架設 

張出し床版を除いた主桁断面（=コア断面）にて押出し施工を行います。全断面により押出し架設を行う場合と比較して、架

設時の重量が約 50%低減できます。これにより手延べ桁や押出しジャッキなどの架設設備費を低減させるとともに、架設時に

必要なＰ Ｃ 鋼材を低減させることが可能になりました。 
 

３ ）プレキャスト部材の採用 

現場施工の省力化を目的として、リブ・ストラットは工場で製作されたプレキャスト部材としています。また、上床版はリブ上

にＰ Ｃ 板を敷設し、これを埋設型枠として場所打ちコンクリートを打設する方法により構築します。 

 

４ ）架設ケーブルの完成ケーブルへの転用 

本橋では、全外ケーブル方式を採用しています。従来の全外ケーブル方式による押出し架設工法では、架設ケーブルを押出

し完了後に撤去し、不足分を追加配置して対処していましたが、本橋では架設ケーブルを完成ケーブルに転用する工法を開発

しました。架設ケーブルの転用により、Ｐ Ｃ 鋼材の総量を 15%低減させています。 

 リブ・ストラット付波形鋼板ウエブ箱桁橋  

 プレキャスト部材の採用   

 コア断面による押出し架設   

プレキャストストラット 

プレキャストリブ 

PC板 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

詳 細 設 計

準　備　工

主桁製作設備工

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ部材製作工

手延べ桁工

橋　体　工

押 出 し 工

橋面工・付属物

片 付 け 工

項　　目
平成16年 平成17年平成15年

発  行： 三井住友建設（株）土木本部 ＰＣ設計部 

連絡先： 東京都中野区中央1 丁目38 番1 号   TEL.03-5337-2134

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 

押出し架設時

偏向部 

完成ケーブルに転用

 架設ケーブルの転用要領   


